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温暖化対策の取り組みを進める背景特定外来生物クビアカツヤカミキリについて
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1. クビアカツヤカミキリとは

2

「特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関する法律」により指定（H30.1月）された特定外来生物
特定外来生物は飼育だけでなく、生きたまま持ち運ぶことが法律により禁止されている

成
虫
の
特
徴

1. 体長は、約 2～4cm 人間に害はない 中国、朝鮮半島、ベトナムなどに分布
2. 飛翔能力は高く、年間移動距離は 2～3km 車両や鉄道等に付着して長距離を
移動する ことがある

3. 幼虫は、サクラやウメ、モモ等の内部を食害し、被害が激しい場合は樹木が枯
死するため、被害拡大防止に向けた早期発見・早期防除の徹底が必要

生
態

1. 成虫は、一個体あたり平均 300 個（最大 1,000 個）の
卵をサクラ、ウメ、モモ 等の樹皮の割れ目や隙間に産卵

2. 卵は 10 日前後で孵化し、幼虫は樹皮下へ食入
3. 幼虫は、樹木の中で2年かけて成長し、蛹になる
4. 2年後の5月から8月頃成虫となり、幹の外へ脱出

幼
虫
が
排
出
す
る
フ
ラ
ス

1. 幼虫は、サクラ、ウメ、モモの樹幹や根元
からミンチ(うどん)状の明るい色のフラス（木
くずや糞が混ざ
ったもの） を排
出する

2. 削り取ったよ
うな、大きさの
揃った薄い木片
を多く含む

2012年に愛知県、2013年に埼玉県で確認
2024年8月現在、京都府を含めて14都府県
で被害が確認
京都府内では2024(R06)年に初確認、被害
樹木は52本（10月28日現在）

脱出口
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2. 2024(R06)年度 初動対応と被害調査結果
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7月31日 京都府自然環境保全課へクビアカツヤカミキリ疑いの通報

8月 1日
自然環境保全課職員にて現地確認、クビアカツヤカミキリ被
害確認 被害木：13本

8月 2日 プレスリリース、府・市同時発表

8月 5日
府・市・樹木医にて現地調査、被害の全容確認
被害木：27本

8月 6日 府より福知山市あてクビアカツヤカミキリ対応に関する通知

8月 7日 庁内危機事象共有会議（市）

8月8日～8月12日 被害木へのネット巻防除（市）

8月8日～8月9日 被害木・周辺樹木への薬剤散布対応1回目（市）

8月9日～8月23日 被害エリアから概ね半径4kmでの被害状況調査（地域・市）

8月10日～8月23日 福知山市関係所管課による被害木の巡視（市、1回/日）

8月12日 被害状況調査範囲の地域全戸へ注意喚起文書配布

8月16日 通報のあった民地の現地確認、ネット巻対応（府・市共同）

8月26日
被害木・周辺樹木への薬剤散布対応2回目（市）
同意を得たうえで民地の被害木にも薬剤散布を実施

8月28日
京都府来訪協議 クビアカツヤカミキリに関する対応、分担
の協議

9月 9日
福知山市商工会の協力により、該当地域事業者へ注意喚起
文書配布（市）

9月18日 千束から半径2kmの市有施設の被害状況調査（市）

1. 被害木の数量・分布
① 42本（10月28日時点）
② 上川合33、岼6、台頭1、下川合1、千束1

2. 被害木の所有者・管理者内訳

42本

公有地
22本

民有地
20本

管理者あり
17本

居住者が管理
15本

非居住者が管理
2本

管理者不明
3本

3. 調査時期・概要
8/1、5 現地調査（京都府、専門家）
8/9～8/23（住民、庁内各課）
9/18～9/27（市で追加調査）

市1次調査（半径4km）
調査時期：8/9～8/23
対象施設：48施設
調査本数：1,547本
被害木：1本（三和町千束） 市2次調査（半径2km）

期間：9/18～9/27
対象施設：4施設
調査本数：23本
被害木：0本
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京都府クビアカツヤカミキリ防除等推進指針

（2024(R06) 年9月策定）

3. 2024(R06)年度内／2025(R07)以降の防除方針
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被害木の所有者・管理者による防除

市町村と地域住民が連携し防除

（10月から4月）

（9月から3月）

ネット巻き

兵庫県防除対策マニュアル、大阪府被害対策の手引書から抜粋
効果的な手法を組み合わせて最善の防除を実施予定

（５月下旬までに）


